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ICANNMTGサマリ：

第73回ICANNは、2022年3月7日～10日まで、バーチャル開催がされま
した。前回までは、ODPは12の視点を提示するにとどまっていましたが、
具体的なステップが提示され、2ndラウンド開催に向けた進捗が一程度あった
と言えます。

また、今回のICANNMTGでは、加熱するWeb3.0、いわゆる分散型管理
システムに対し、ICANNの立場を今後どのようにしていくべきなのかなど、
活発な議論がされることとなりました。

Web3.0の出現により2ndラウンド開催がどのように影響を受けるかは定か
ではありませんが、既存のTLDの価値が相対的に今後下がるのか、高まる
のかで、 2ndラウンドの成否は決定しそうです。
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□ ODPの前回までの報告の振り返り

ODPとは、新gTLDの申請募集を行う前に、申請ガイドブックが正しく機能
するかを確認するフェーズです。

12の視点から評価がされ、プラニングとレビューで約16か月を要するとの発
表をしていました。（開始想定は、2022年1月）
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□ ODPの今回の進捗について

ICANNは、具体的に9つの
ワークトラックに分け、作業を
進めていくことになりました。

１：プロジェクト管理
２：ポリシー開発とその資源
３：業務準備
４：システムとツールの準備
５：ベンダー管理
６：広報活動
７：リソースと支出予算の管理
８：申請費用等の財務検討
９：その他検討課題
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□ ODPの今回の進捗について

組織体制
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□ ODPの今回の進捗について

今後の進捗は右の通りで
す。2022年10月には、
ODPが終了し、報告書
（ODA）が提出される
予定です。

なお、ICANNでは、セ
キュリティと安全を重視し、
ルートゾーンへの新しい
gTLDの追加は、1か月
で5%増上限とすることと
考えているようです。
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□ ICANNで話題にあがった分散型管理体制
.eth .x .crypto .nft など、ICANNのシステムを通さないドメインネ
ーム（NFTドメイン）が最近脚光を浴びています。これらのドメインネームの
使い道は、現在メインとして、暗号資産の取引を行うためのウォレットのトーク
ンを短くわかりやすく表現するものとして活用がされています。

したがって、現時点で従来型のドメインネームとは異なる位置づけとなります。

ただ、.x .cryptoなどを発行するUnstoppable Domainsなどでは、ウェ
ブへもアクセスができるような仕様を組むなど、その機能を拡張していきている
ため、従来型のドメインネームとの抵触・住み分けの議論が加速する可能性
は秘めています。

0x495f947276749Ce646f68AC8c248420045cxxxxx ＝ sample.nft
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□ 中央集権的管理と分散型管理について

ICANN

Registry

Registrar Registrar

Registry

Registrant

中央集権的管理 分散型管理（Web3.0）
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□ NFTドメインの主な特徴

□ 更新が存在しない
従来のドメインは、レジストリからレンタルをしている状態ですが、
NFTドメインは完全な所有となります。

□ 分散型管理
中央集権的な管理ではなく、レジストリやレジストラは存在しません。
whois情報もない

□ セキュアな管理
NFTドメインは、パブリックブロックチェーン上にあり、他者にハイジャッ
ク・盗難をされるなどのリスクを非常に低く抑えることができます。
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□ NFTドメインの今後の広がり

ブラウザの対応が普及への鍵となりそうですが、NFTドメインの利用が拡大し
ていった場合に、ICANNが扱うTLDとの競合が発生してきます。

どのようにその競合状況を整理していくかは、大きな課題となりそうです。

ICANNは、インターネットが開始されてから中央集権的に情報を管理する
ことで安定的に安全に環境を守ってきました。

Web3.0という新しい流れの中で、目的を失うことなく、うまく共存ができる
方向性で技術の融合と進化がなされることを期待したいところです。
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